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Needs Analysis of Students for the Purpose of Developing an English Language Curriculum Introducing English for Specific Purposes (ESP):
The Follow up Study for the Students Majoring in Early-childhood Education
 




ESP (English for Specific Purposes) approach to English program has attracted
 
attention as one possible direction in English education in Japan. An increasing number
 
of English teachers or researchers have reported their work in ESP in general and in some
 
discourse communities,such as business,engineering,nursing,medicine and social science.
The purpose of this study is to explore the specific English language needs of prospective
 
kindergarten teachers studying at a private college in order to develop an English Lan-
guage Curriculum introducing ESP approach. This is a follow up study of the needs
 
analysis conducted by Matsuzaki (2006). The questionnaires were distributed to 89
freshmen majoring in early childhood education at a private college in Gunma. The
 
statistics showed that the participants(1)prefer“traditional”English class to communica-
tive one(2)want to acquire practical or authentic English(3)want teachers to use movies,
TV programs or songs for children as teaching materials. While the students seem get
 
used to “traditional”style of learning conducted in high school, they need to experience
 
communicative activities in order to learn practical English. The result of this study will
 
provide valuable insights for the possibility of incorporating ESP approach to the English
 
program.
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EOP）とEnglish for Academic Purposes（学術
目的のための英語、EAP）とに分類されることが
できると考えられている。EOPは職業専門家の
English for Professional Purposesと一般職業人
のためのEnglish for Vocational Purposesに、
EAPは大学や研究機関で行われるもので、Eng-





























































































































































項目番号 質 問 平均値 標準偏差
21 可能な限り、よい成績をとることは重要だ 4.43 0.78
６ 先生が日本語で説明をしてくれるとよく学習できる 4.12 0.86
12 言葉をただ耳で聞くだけでなく文字で確認すると勉強になる 4.06 0.82
７ 先生がすぐに私の誤りを正しく直してくれるとよい 3.92 0.89
10 英文和訳や和文英訳等、翻訳（訳すこと）の練習はためになる 3.89 0.85
11 英語を音読する練習はためになる 3.81 0.90
14 英語の歌を使って勉強するのは好きだ 3.76 1.07
１ 他の学習者とペアを組んだり、３－４人のグループで勉強したりするのが好きだ 3.76 1.03
４ 授業が教科書にきちんと沿っているとよく学習できる 3.63 0.92
13 DVDなどを使って勉強するのが好きだ 3.61 1.05
20 英語の授業の単位を落としてしまうか心配である 3.53 1.18





２ 授業中、ひとりで（ペアやグループとではなく）学習すると学習がはかどる 2.89 1.00
８ コンピューターやインターネットを使って勉強することに興味がある 2.84 1.17
５ 先生がテストをしてくれたり、宿題を出してくれたりするとよく学習できる 2.56 0.92
17 他の生徒と英語で話すのが好きだ 2.56 1.00
19 海外に長期留学をしてみたいと思っている 2.53 1.32
18 授業外で英語の勉強をするのは好きだ 2.40 1.07
３ 先生が厳しく授業をしてくれるとよい 2.21 0.92





























項目番号 質 問 平均値 標準偏差
１ 海外へ行ったとき様々な日常的状況に英語で対処すること 3.39 0.75
２ 英語の映画やテレビ・ラジオ番組や歌などを理解すること 3.17 0.80
４ 英語の単語や熟語をたくさん覚えること 3.00 0.81
７ 英語を日本語に円滑に訳すこと 3.00 0.87
９ 英語の文法をよく理解すること 2.89 0.90
11 英語のきれいな発音を身に付けること 2.82 0.87
８ 英語で自分自身の考えや感情について話すこと 2.76 0.92
10 英語でメールを読んだり書いたりするようになること 2.58 0.91
３ 英語の本や雑誌や新聞などを読むこと 2.45 0.92
５ 英語で学問的または専門技術的な講義を理解すること 2.01 0.75
６ 英語の専門書や論文を早く効果的に読むこと 1.92 0.86
表３ ?受講したい英語の授業」
項目番号 質 問 平均値 標準偏差
６ 映画やテレビ番組などを使った授業 3.34 0.85
７ 英語の歌で英語を学ぶ授業 3.17 0.92
５ リスニングのコツを学べる授業 2.99 0.82
４ 読解のコツを学べる授業 2.98 0.87
３ 文法をしっかり学べる授業 2.73 0.89
８ 多読（簡単な英語の本をたくさん読む）の授業 2.20 0.83
２ 英語のネイティブスピーカーによる授業 2.19 0.91
９ コンピューターを利用した個別自学自習時間 2.16 1.01





















項目番号 質 問 平均値 標準偏差
２ 子ども向けの英語の歌をたくさん学びたい 3.24 0.87
１ 子ども達の身の回りや生活に関する英単語や表現をたくさん学びたい 3.07 0.90





４ 保育園や幼稚園で英語を使った指導の実習をやってみたい 2.15 0.86





順位 平均値 標準偏差 順位 平均値 標準偏差
21 可能な限り、よい成績をとることは重要だ 1 4.43 0.78 2 3.54 0.58




3 4.06 0.82 4 3.25 0.62









順位 平均値 標準偏差 順位 平均値 標準偏差




18 2.56 0.92 16 2.42 0.82
19 海外に長期留学をしてみたいと思っている 19 2.53 1.32 17 2.25 1.05
３ 先生が厳しく授業をしてくれるとよい 20 2.21 0.92 20 2.13 0.77






































































































































































































































































大谷 加代子『Designing an English Course for Prospec-
tive Hairstylists』（2003）．山野研究紀要
Kikuchi,K (2005).Student and teacher perceptions of
 
learning needs:A cross analysis,Shiken JALT Testing





















④進学 ⑤まだよくわからない ⑥その他→（ ）内にも記入願います
【１】 ?英語学習に対する学習スタイルと好み」に関して以下の項目について、「５：当てはまる」から
「１：全く当てはまらない」まで５段階でお答え下さい。
１．他の学習者とペアを組んだり、３－４人のグループで勉強したりするのが好きだ。
２．授業中、ひとりで（ペアやグループとではなく）学習すると学習がはかどる。
３．先生が厳しく授業をしてくれるとよい。
４．授業が教科書にきちんと沿っているとよく学習できる。
５．先生がテストをしてくれたり、宿題を出してくれたりするとよく学習できる。
６．先生が日本語で説明をしてくれるとよく学習できる。
７．先生がすぐに私の誤りを正しく直してくれるとよい。
８．コンピューターやインターネットを使って勉強することに興味がある。
９．先生が教室を歩き回り、一人一人生徒に指導してくれるのがよい。
10．英文和訳や和文英訳等、翻訳（訳すこと）の練習はためになる。
11．英語を音読する練習はためになる。
12．言葉をただ耳で聞くだけでなく文字で確認すると勉強になる。
13．DVDなどを使って勉強するのが好きだ。
14．英語の歌を使って勉強するのは好きだ。
15．講義形式の授業ばかりではなく、学んだことを実際に使えるような活動をするのが好きだ。
16．宿題を出してくれたほうがいい。
17．他の生徒と英語で話すのが好きだ。
18．授業外で英語の勉強をするのは好きだ。
19．海外に長期留学をしてみたいと思っている。
20．英語の授業の単位を落としてしまうか心配である。
21．可能な限り、よい成績をとることは重要だ。
【２】 ?卒業までに身に付けたい英語能力」に関して、以下の項目については、「４：是非身につけたい」
から「１：全く身につけたいと思わない」まで４段階でお答え下さい。
１．海外へ行ったとき様々な日常的状況に英語で対処すること
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２．英語の映画やテレビ・ラジオ番組や歌などを理解すること
３．英語の本や雑誌や新聞などを読むこと
４．英語の単語や熟語をたくさん覚えること
５．英語で学問的または専門技術的な講義を理解すること
６．英語の専門書や論文を早く効果的に読むこと
７．英語を日本語に円滑に訳すこと
８．英語で自分自身の考えや感情について話すこと
９．英語の文法をよく理解すること
10．英語でメールを読んだり書いたりするようになること
11．英語のきれいな発音を身に付けること
【３】 ?受講したい英語の授業」に関して、以下の項目については、「４：是非受講したい」から「１：
全く受講したいと思わない」まで４段階でお答え下さい。
１．英語資格試験（英検・TOEIC等）対策の授業
２．英語のネイティブスピーカーによる授業
３．文法をしっかり学べる授業
４．読解のコツを学べる授業
５．リスニングのコツを学べる授業
６．映画やテレビ番組などを使った授業
７．英語の歌で英語を学ぶ授業
８．多読（簡単な英語の本をたくさん読む）の授業
９．コンピューターを利用した個別自学自習時間
【４】 ?子どもに関係する英語の授業」に関して、以下の項目については、「４：当てはまる」から「１：
全く当てはまらない」まで４段階でお答え下さい。
１．子ども達の身の回りや生活に関する英単語や表現をたくさん学びたい
２．子ども向けの英語の歌をたくさん学びたい
３．英語の絵本や紙芝居の読み聞かせを保育園や幼稚園でやってみたい
４．保育園や幼稚園で英語を使った指導の実習をやってみたい
５．英語で劇や人形劇をやってみたい
６．子ども達に英語を使って様々な活動（歌・折り紙の折り方・工作・色塗り・お遊戯等）を指導
してみたい
【５】 何か英語の授業・学習に関しまして要望等ありましたら、回答用紙の記入欄に自由にご記入下さ
い。
以上、ご協力ありがとうございました。
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